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会長：仲田 廣志 　副会長：大塚 博巳　 幹事：池ノ谷 敏正 　副幹事：森下 敏顯

例   会：毎週水曜日 小杉苑 藤枝市青木2-35-30  TEL 054-641-3321
事務局：藤枝市青木1-11-10    TEL 054-647-2300   FAX 054-647-2040  

E-mail club1972@fujieda-rotary.orgURL http://www.fujieda-rotary.org/

FUJIEDA ROTARY CLUBFUJIEDA ROTARY CLUB

藤枝ロータリークラブ会報藤枝ロータリークラブ会報

ソング リーダー　平　和則君ソング  奉仕の理想

第2000回
写真提供 : 鈴木舜光君

ＮＯ.462013年 6月12日(水）国際ロータリー第2620地区   藤枝ロータリークラブ　会報

【オオデマリ】

【2012-2013年度 RIテーマ】

 
皆さん、今晩は。

藤枝ロータリーク

ラブ２０００回記

念夜間例会に会員

の皆さん、そしてご

夫人の皆さん多数

ご出席くださいましてありがとうございます。例

年ですと年度の最後の例会が夜間例会となるとこ

ろですが、今年度は１週前の今日が２０００回目

の例会ということで変更させていただきました。 
テレビの人気番組でもあります笑点が１９６６年

から放映され２３６７回を数える長寿番組として

有名なところですが、藤枝クラブも４１年の歴史

を経ての記録です。４１年前といいますと私が家

内と一緒になった年です。あれから４１年、子供

に恵まれ孫にもめぐまれました。ロータリークラ

ブも先輩諸氏のご尽力の積み重ねでの今日である

と思います。 
今晩はチャーターメンバーの江﨑さん、そして

江﨑さんに続いて在籍年数の長い櫻井さんにお話

をしていただく時間も設けさせていただきました。

会員、ご夫人共々、美味しいお食事をいただきな

がら楽しく親交をより深めていただきたく思いま

す。また、今日の夜間例会には石割会員の娘さん

もご臨席してくださいました。感謝申し上げます。

お母様が思いを寄せてくださった藤枝ロータリー

を心の中にいらっしゃるお母様と一緒にお楽しみ

いただきたく思います。 
本来ですと今日この場で皆様方に１年間のご協

力のお礼を申し上げるべきところですが、来週が

最終例会となりますので会員の皆様方には来週お

礼申し上げたいと思います。本日はご主人のロー

タリー活動を１年間支えてくださったご夫人の皆

様方にお礼と感謝を申し上げて会長報告とさせて

いただきます。会員皆様方ご夫人の皆様方、１年

間ご協力いただきまして本当にありがとうござい

ました。今宵は大いに楽しんでください。 

■ 出 席 報 告           中森 義次君    

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

37／42 88.09％ 31／42 73.80％ 

（１）欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 
○江﨑君 ○小泉君 ○玉木君 ○仲田晃君 
○山田君  

■ ビ ジ タ ー                         

市川充宏君（島田）  渡邊博文君（藤枝南） 
佐野裕基君（藤枝南） 川口吉紀君（藤枝南） 

■ ス マ イ ル Ｂ Ｏ Ｘ   中森 義次君 

• 皆んなで楽しいクラブにしたいです。 

青島 彰君  

• “祝２０００回”              池谷 佳典君 

• 「２０００回記念」例会!すごいですね。その

場に立ち会えたことを誇りに思います。先輩

諸氏に感謝すると共に、在籍会員としては、

藤枝ＲＣの更なる発展に向けて頑張って参り

ます。                        大塚 博巳君 

• ２０００回記念例会おめでとうございます。 

大塚 高弘君 

• 私は入会して１年余りですが、２０００回例



2000-2 

会のおめでたい席にご一緒できて幸せです。

先輩諸氏のご尽力に感謝しております。余分

な力の抜き方や遊び心など、今後も学びたい

と思っています。                小林 弘君 

• 時を重ねると言う事は本当にたいへんな事で

すね。敬服いたします。        久島 正史君 

• クラブ創立３０周年記念事業で宇宙飛行士毛

利衛さんに「宇宙からの贈りもの」と題して

講演会に係わったことが思い出です。 

栗原 毅君 

• ２０００回記念夜間例会、都合が悪く出席で

きないのが残念です。藤枝ロータリークラブ

が益々発展することを心よりお祈りいたしま

す。                          小泉 克彦君 

• ５月２９日には卓話を久しぶりに担当しまし

た。ありがとう御座いました。  小西 啓一君 

• ２０００回という歴史に“おめでとうござい

ます。”３０００回目指していきましょう！！ 

島村 武慶君 

• 例会２０００回おめでとうございます。自分

がまだ小学校入学前よりご活躍の皆様には感

謝申し上げます。              鈴木 邦昭君 

• ２０００回はすごい！！     玉木 潤一郎君 

• 藤枝ＲＣに加入して３年目になります。１年

目はＩＭの会計、２年目は創立４０周年の会

計を担当させて頂き、浅く広くＲＣを知る事

ができたのが、一番の思い出てです。今後と

もご指導の程、よろしくお願いします。 

畑 昇君 

• ２０００回記念例会お目出とうございます。

藤枝ロータリークラブの誇りを強く感じます。 

松葉 義之君 

スマイル累計金額  ２３５，７９０円 

■ 会 員 卓 話                                
「回顧ばなし」 
 
 
江﨑 友次郎君 
 
 

 例会回数 2000回を記念しての記念例会に当り、
第１回の例会より現在までの４１年間、藤枝ロー

タリークラブ創立以来の在籍チャーター会員とし

て、今日夫婦揃って出来ます事を大変有難く喜ば

しく思います。創立当時の思い出を語る様に指名

されましたので、当時を振り返って若干お話させ

て頂きます。 
 藤枝ロータリークラブは１９７２年（昭和 47
年）に焼津 RC 創立１０周年の記念行事として、
新クラブを誕生させるため藤枝に新クラブを作ろ

うとの働きかけにより、槙田検作氏を特別代表と

して創立代表西野繁夫氏をリーダーに会員が集め

られ、同年（昭和 47年）４月８日創立総会が行わ
れました。焼津クラブからは東海都市ガス社長の

石川清君と、ツムラ工場長の小林昭君がキーメン

バーとして、藤枝クラブへ移籍して指導してくれ

ました。その時の会員数は 30名。例会日は現在と
も同じ毎水曜日、例会場は焼津に近くメーキャッ

プにも便利という理由もあったと思いますが、東

名インター近くバイパス沿いの下当間にあります

グランドボール内の不二家レストランで行われま

した。その証として現在も藤枝クラブ、藤枝南ク

ラブ共に使用していますニコニコの申告用紙にあ

りますペコちゃんの絵は、不二家の人気キャラク

ターペコちゃんが今も使用されている訳です。 
 藤枝ロータリークラブの正式創設は、創設総会

日から 18日後の 4月 26 日、R１より加盟認証さ
れた日となり、創立総会に出席して居りました 30
名の入会日は全員認証日の昭和 47年 4月 26日と
なって居ります。 
 この認証状の伝達式、所謂チャーターナイトは

創立総会から 1年後 48年 4月 8日藤枝市民会館に
て分区内のロータリアン多数の参加を得て、盛大

に行われました。私達会員は 2 名ずつ手分けをし
て分区内の各クラブに挨拶と出席のお願いに行き

ました。式典で忘れられないのは、緊張した雰囲

気の中、会員の紹介名が呼び上げられ、西野繁夫

君同夫人。松田真平君同夫人。橋本守君同夫人。

小林治助君同夫人。中山連祐君同夫人と順次会員

名が読み上げられ、呼ばれた順に会員は大きな声

で返事をし、片手を上げて応えた時の臨場感は今
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も忘れられません。その日のアトラクションには

ペギー葉山さんを迎え、大好評でした。 
 藤枝ロータリーが最初から最も力を注いだのは

例会への出席で 100％出席を目指して欠席した場
合には欠席反省としてニコニコへ反省金 1000 円
以上を入れること等、出席率向上を図り、クラブ

会報に会員名と反省金額を提示するという様な徹

底策をとりましたが、藤枝クラブでは、なかなか

実を結ばず、出席率 92％平均がやっとでした。当
時出席率が良かったのは分区内では静岡西クラブ

が常に 100％出席を継続していました。然し、こ
の欠席反省制は、あまりに大人気が無いとの意見

で、以後は自主制にまかせる事となり、中止され

ました。110 号の会報には、松田真平さんが群馬
へ出張先から電報で欠席を詫びる電文が会報に掲

載されていました。責任感の重さを感じます。そ

の後は各年代、歴代会長の下、ロータリー活動が

続けられ、10年、20年、30年、昨年は 40年と歴
史が重ねられ、今日 2000回例会の日を迎えたとい
う事で誠に喜ばしい限りです。今日は会報 10年分
を持参しましたので回覧します。 

「例会 2000 回を
迎えて」 

 
櫻井 龍太君 

 
 
 藤枝ＲＣが、1972年 4月に創立しましたが私は
半年おくれて、10 月 25 日に入会させて戴きまし
た。当時会員は 30名、例会場はスカイボウル２Ｆ
の食堂でありました。入会に際して、幹事の松田

真平さんから「ＲＣは人生を研く道場である」と

の言葉をいただき、皆出席を目標に努めて来まし

た。しかし２年前の１月末に大病を患い、残念乍

ら４ヶ月休会しましたが、新しい気持ちで再出発

し今日に至って居ります。 

◎ 冠 講 座                               

第10回講師                鈴木 邦昭君 

「機能性塗料の発信と挑戦」

 

 

２０００回記念例会 
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（担当／池谷君） 


